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1はじめに

•	本文書は、クラウドバックアップサービスへのファイルサーバのデータバックアップに関する部分のみを対象範囲とし、その他
　の機能・設定については含まれません。

•	本文書の内容は設定・操作手順を中心とするものであり、製品やサービスの内部構造に関わる設計及び構造に関しては原則と
　して含まれません。

•	本文書の設定・操作手順はサーバOSを前提としたものであり、PC OSには対応していない場合があります。

本書の適用範囲

はじめに

本文書は、株式会社オレガが保有するソフトウェアであるVVAULTを使用して、クラウドバックアップサービスにファイル
サーバのデータをバックアップするための手順書です。
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4   1　インストール前の確認事項

CPU Intel x86、x64 互換プロセッサ （Core 2 Duo 2GHz 以上推奨）

対応OS PC OS
Windows Home Server 2011（64bit）
Windows 8（32bit ／64bit）※ 1
Windows 7（32bit ／64bit）
Windows Vista（32bit ／64bit）
Windows XP（32bit）

サーバOS
Windows Server 2012（64bit）※ 2
Windows Server 2008 R2（64bit）
Windows Server 2008（32bit ／64bit）
Windows Server 2003 R2（32bit）
Windows Storage Server 2012（64bit）※ 2
Windows Storage Server 2008 R2（64bit）
Windows Storage Server 2008（32bit ／64bit）
Windows Storage Server 2003 R2（32bit）

※1：Windows 8にVVAULTをインストールする場合、「Administrator」アカウントは使用できません。「Administrator」以外のアカウントでインストー
ルしてください。
※2：ReFS 形式でフォーマットされたストレージにVVAULT をインストールすることはできません。構成ストレージとして追加することは可能です。

メモリ 1GB 以上 （2GB 以上推奨）

ディスク容量  500MB 以上の空き容量
※インストール後は、仮想ドライブで使用するコンテンツ数によって仮想ドライブ／ライブバックアップ DBデータ保存先のサイズも増減しますので、ご利
用の環境に合わせて適切な空き領域を確保してください。目安としては、DBデータ保存先別に100万コンテンツで2.1GB 程度の容量が必要です。

必要ソフトウェア Microsoft .NET Framework 3.5 SP1
Microsoft .NET Framework 3.5 日本語 Language Pack SP1

対応ブラウザ Internet Explorer 8 以降 （解像度：1024 × 768 推奨）

対応環境 ドメイン （ドメインコントローラ、ドメインメンバ）
ワークグループ

※Windows XP でクラウドバックアップ機能を利用するには、VVAULTのルート機関証明書を手動でインストールする必要があります。
※クラウドバックアップ機能は、プロキシサーバ経由の接続には対応しておりません。

システム要件

注意事項
VVAULTの仮想ドライブに移行した共有フォルダは、条件によっては元のドライブより速度が低下する場合があり
ます。

OS をアップグレードする際にはご注意ください
既に本製品がインストールされたコンピューターのOSを下記のいずれかにアップグレードした場合、本製品が互
換性のないアプリケーションとして認識され、削除された状態となります。 現在、下記OSに対しては新規インス
トールのみの対応となりますので、ご注意ください。
•	Windows 8
•	Windows Server 2012
•	Windows Storage Server 2012
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6   2　インストール

VVAULTをダウンロードする

VVAULT 製品サイト（http://vvault.jp/download/）にアクセスし、インストールする環境に応じたインストーラをダウンロードして
ください。

step 1

インストールする環境に応じて32bit 版、または
64bit 版のインストーラをダウンロードしてください。

注意事項
クラウドバックアップをご利用の場合、バックアップサーバ側のバージョンによって、クライアント側で最新のインス
トーラが利用できない可能性があります。互換性のあるバージョンのインストーラを選択してください。

■ Windows Server 2008 R2／Windows Storage Server 2008 R2／Windows Small Business Server 2011／　
　 Windows Home Server 2011 をご使用の場合

64bit 版のインストーラをご利用ください。

■ Windows Server 2008 をご使用の場合

1. 「スタート」 ボタンをクリックします。

2. 「コンピューター」 を右クリックし「プロパティ」 をクリックします。

3. 「システム」 の下にシステムの種類が表示されますので、それにあわせたインストーラをご利用ください。

■ Windows Server 2003 R2 をご使用の場合
1.「スタート」ボタンをクリックします。

2.「マイコンピュータ」を右クリックし「プロパティ」 をクリックします。

3.「システム」 の下に「x64 Edition」が表示されていない場合は32bit 版のインストーラをご利用ください。

　※Windows Server 2003 R2 に関しましては64bit 版をサポートしておりません。

どちらのインストーラを使用してよいか分からない場合は、以下を参考にしてください。

 1



step 2

 2
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Microsoft .NET Framework 3.5 SP1をインストールする

「STEP1 VVAULT をダウンロードする」の手順でダウンロードした「VVAULT-Setup ～.exe」を実行すると、「Microsoft .NET 
Framework 3.5 SP1」がインストールされていない環境では、以下のセットアップ画面が表示されます。「インストール」をクリックし
てインストールを実行してください。

サーバーマネージャーウィンドウのツリーメニュー
より「機能」を選択します。

機能の概要から「機能の追加」をクリックします。

ネットワークに接続できない環境でインストールする場合
ネットワークに接続できない場合は、以下のURLより別途インストーラをダウンロードして下さい。
http://www.microsoft.com/downloads/ja-jp/
details.aspx?familyid=ab99342f-5d1a-413d-8319-81da479ab0d7

スタートメニューの横にある「サーバーマネージャ
ー」アイコンをクリックします。

「インストール」をクリックして、インストールしてく
ださい。インストール後はマシンを再起動してくだ
さい。

 3
 3

 4
 4

 1

 1

 1

 2

▼ Windows Server 2008 R2 へインストールする場合



8   2　インストール

機能の選択にて「.NET framework 3.5.1」を選択
します。

「次へ」ボタンをクリックします。

 5

 5

 6

 6

「インストール」ボタンをクリックします。 7

 7

インストールが始まります。 8

 8

インストールが正常に完了すると表示される「閉じ
る」ボタンをクリックして「.NET Framework 3.5 
SP1」のインストールを終了します。

 9

 9
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ダウンロードしたインストーラをダブルクリックし、
インストーラを起動します。

※ドメインメンバのマシンにインストールする場合は、ローカルの
管理者アカウントでログインしてから実行してください。

インストーラのウィザード開始画面にて「次へ」ボ
タンをクリックします。

使用許諾契約画面にて内容を確認し、「使用許諾契
約の全条項に同意します(A)」を選択します。

「次へ」ボタンをクリックします。

 1

 1

 2

 3

 3

 2

VVAULTをインストールするstep 3

 4

 4
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※仮想ドライブ上の属性情報が保存されますので、信頼度の高い
保存先を選択してください。また、仮想ドライブにて管理されるフ
ァイル数によって使用する容量が変動しますので、十分な空き容量
のある場所を選択してください。
容量の目安については「システム要件（P.4） 」を参照してくださ
い。

※ローカルバックアップを併用する場合は7の仮想ドライブDB保
存先とは別のドライブを選択してください。クラウドバックアップ
のみをご利用の場合は特に変更する必要はございません。

プログラムのインストール先を指定（通常は規定の
ままで問題ありません）し、「次へ」ボタンをクリック
します。

機能選択画面にて「仮想ドライブ」「ライブバック
アップ」を選択し 「次へ」ボタンをクリックします。

仮想ドライブDBデータの保存先を指定し、「次へ」
ボタンをクリックします。

ライブバックアップDB 保存先を指定し、「次へ」ボ
タンをクリックします。

 5

 5

 6

 6

 7

 7

 8

 8
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インストール途中で「このデバイスソフトウェアを
インストールしますか？」というダイアログが表示
された場合は「インストール」ボタンをクリックしま
す。

「次へ」ボタンをクリックします。

「インストール」ボタンをクリックします。

インストールが始まります。

 8

※途中、コマンドプロンプト画面が表示されますが、自動的に終了
しますので、特に操作は行わないでください。

※仮想ドライブを利用するために必要なソフトウェアです。再イン
ストールの際には表示されない場合があります。

 9

 9

10

11

12

12

11

10
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※VVAULTは再起動後にご利用可能となります。

「完了」ボタンをクリックし、コンピューターを再起
動するとインストールが完了します。

13

13
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OSのログイン画面にインストールによって追加さ
れた 「VVAULTUser」アカウントが表示されます。

OSを操作するには、「VVAULTUser」以外のアカ
ウントを選択してログインします。
左図では「俺我 太郎V」というアカウントがOSイ
ンストール時に設定した管理ユーザとして存在して
いますので、このアカウントを選択します。
※自動ログインもしくはログイン画面で「VVAULTUser」を非表示
にする場合は、後述の「OS自動ログインおよびVVAULTUserの非
表示設定について（P.16） 」を参照ください。

 1

 1

 2

 2

VVAULTインストール後のOSログイン画面について

VVAULT のインストールにより、OS に「VVAULTUser」というアカウントが追加されます。そのため、下図のようにOS 起動後のログ
イン画面に「VVAULTUser」が表示されます。また、パスワード未設定により自動ログインされていた環境ではVVAULTインストール
後、ログイン画面が表示されるようになります。

補足 1
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「スタート」をクリックして、スタートメニューを表示
します。

「すべてのプログラム」を選択します。

「アクセサリ」を選択してプログラムの一覧を表示
します。

一覧から「コマンドプロンプト」を選択し、クリック
します。

 1

 1

 2 2

 3

 4

 3

 4

VVAULT管理ツールのログイン方法について

VVAULT の管理ツールにログインするには、OS に登録されている管理者のアカウント名およびパスワードが必要です。ただし、実際の
アカウント名と表示されている名称が異なる場合がありますので下記手順に従い、管理ユーザーのアカウント名を確認し、管理ツール
にログインします。

補足 2
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コマンドプロンプトにて、下記コマンドを実行して、
管理アカウントの一覧を表示します。

net localgroup Administrators

管理アカウント名が表示されていますので、確認し
ます。
なお、デフォルトでは「Administrator」ではログイ
ンできません。
左図では「俺我 太郎」が有効な管理アカウント名
です。

VVAULT 管理ツールのログイン画面を表示し、「ア
カウント名」に６にて確認した管理アカウント名と、
「パスワード」にアカウントに設定されているパスワ
ードを入力します。

「ログイン」ボタンをクリックして、VVAULTの管理
ツールにログインします。

 5

 6

 6

 5

 7

 8

 8

 7

※漢字名称の場合でも、そのまま指定してログインすることができ
ます。また、パスワードを設定していない場合は空白のままとしてく
ださい。
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※Windows XP の場合は「管理者として実行」する必要がありま
せんので、「コマンドプロンプト」をそのまま選択してください。

「スタート」＞「すべてのプログラム」＞「アクセサリ」
＞「コマンドプロンプト」を選択し、右クリックメニ
ューより「管理者として実行」を選択してコマンド
プロンプトを開きます。

コマンドプロンプトにて、下記コマンドを実行して、
VVAULTUserをUsers から削除します。

net localgroup Users VVAULTUser /DELETE

上 記 設 定 に て、OS の ロ グ イ ン 画 面 で
「VVAULTUser」が非表示となります。Windows 
XP、Windows Vistaでは、この操作でVVAULTイ
ンストール前と同様の動作となります。

Windows 7 で はOS の ロ グ イ ン 画 面 で
VVAULTUser の表示はされなくなりますが、
VVAULTインストール前にパスワード未設定によ
り自動ログインが実現できていた場合でも、OSの
ログイン画面が表示され、自動ログインすることが
出来ません。
自動ログインするには続きの手順にて設定します。

 1

 2

 1

 2

OS自動ログインおよびVVAULTUserの非表示設定について

VVAULT をインストールすることによってOS のログイン画面に表示される「VVAULTUser」を非表示にするため、管理アカウントに
て下記の手順に従い、「Users」グループから「VVAULTUser」を削除します。

補足 3
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Windows 7 にて OS の自動ログインを有効にする場合は、下記の手順に従って設定します。

「コマンドプロンプト」を「管理者として実行」にて
開き、下記のコマンドを実行します。

control userpasswords2

ユーザーの一覧より自動ログインするユーザーを
選択します。

「ユーザーがこのコンピュータをつかうには、ユーザ
ー名とパスワードの入力が必要」のチェックボック
スを外します。

「適用」をクリックします。

「自動ログイン」の画面にて、ユーザー名、パスワー
ドを入力します。

「OK」をクリックします。

以上で設定は完了です。OSを再起動して自動ログ
インされることを確認ください。

 3

 4

 7

 6

 8

 5

 3

 4

 7

 5

 8

 6

※パスワードを設定していない場合は空白のままとします。
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 1

20   3　初期設定

コンピューターの管理者権限を持つユーザーアカ
ウントとそのパスワードを入力し「ログイン」ボタン
をクリックします。

【登録が必要なアドレス】
http://127.0.0.1
about:blank

管理画面にアクセスして、左画像のようなダイ
アログが表示される場合は、「追加」をクリック
して、「信頼済み」サイトに追加します。

 1

管理ツールにログインする

レポートメール送信機能を利用することで、障害情報等を設定したメールアドレスに通知することができます。
予め、送信先のメールアドレス側で、メールが受信できる状態であることを確認してから設定を行ってください。

step 1

ブラウザの設定について
VVAULTの管理画面を利用するにはブラウザの設定を追加する必要があります。設定を追加するには、「コントロー
ルパネル」の 「インターネットオプション」より 「インターネットのプロパティ」を表示し、「セキュリティ」タブの 「信頼
済みサイト」にアドレスを登録する必要があります。
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 1

レポートメールの送信先を設定する

レポートメール送信機能を利用することで、障害情報等を設定したメールアドレスに通知することができます。
予め、送信先のメールアドレス側で、メールが受信できる状態であることを確認してから設定を行ってください。

step 2

 2

 2

「システム設定」タブから「レポートメール」画面を
開き、「レポートメールを送信する」をチェックします。

 メールの設定項目を入力します。

 「適用」ボタンをクリックし、設定を保存します。 3

 3

レポートメールが送信されるイベント

本システムでは、障害を含む以下のイベントが発生した場合に、設定されたメールアドレスにレポートメールを送信します。

 1

※入力後は「送信テスト」ボタンをクリックし、正常にメールが送信
されるか確認することを推奨します。

•ストレージの使用容量が全体容量の80％を超えた場合、またはその状態が解消された場合
•ストレージへの接続ができなくなった場合、またはその状態が解消された場合
•ストレージの取り込み、及び取り外しの処理が完了した場合
•バックアップデータの初期化処理が完了した場合
•システムリカバリが完了した場合
•バックアップサーバへの接続ができなくなった場合、またはその状態が解消された場合
•バックアップサーバとのデータ整合性不一致を検出した場合
•バックアップサーバとのAPI バージョン不一致を検出した場合
•不整合ファイル、ライブリカバリ保留ファイルを検出した場合
•ライセンス有効期限に近づいた場合
•メールの送信テストを行った場合
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  4　仮想ドライブを構成する
VVAULT 導入ステップガイド［クラウドバックアップ・クライアント編］



24   4　仮想ドライブを構成する

想定する構成について
下図のように仮想ドライブを設定し、仮想ドライブを共有フォルダーとして公開する手順について説明します。この手順は、既存の共有
フォルダーに変更を加えず、仮想ドライブを新規の共有フォルダーとして利用することを想定しています。既存の共有フォルダーを仮
想ドライブに移行する手順については「▼ 既存の共有フォルダーを移行する場合 （P.33） 」「▼ 既存の共有ドライブを移行する場
合 （P.43） 」を参照してください。

ドライブD:を共有名「share」という名前で共有。
「部署A」「部署B」のフォルダーはそれぞれ、
　
パス：￥￥fileserver￥share￥部署A
パス：￥￥fileserver￥share￥部署B　としてアクセスできる

移行前

仮想ドライブを設定

①　ドライブC:にフォルダー「share2」を新規作成する

②　「share2]を仮想ドライブの構成ストレージとして追加する

③　仮想ドライブをマウントする

④　仮想ドライブV:を共有名「share2」という名前で共有する

⑤　仮想ドライブに「部署C」という名前のフォルダーを作成する

　　「部署C」のフォルダーは新たに、

　　パス：￥￥fileserver￥share2￥部署C　としてアクセスできる

▼ 仮想ドライブを共有する場合
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エクスプローラから、「share2」という名前でフォル
ダーを新規作成します。

「ストレージ追加」のサブウィンドウにて、「ス
トレージ名」に “share2”を「管理対象パス」に
“C¥share2”を「種類」については適当なものを選
択してください。不明な場合は「最速ストレージ」で
問題ありません。

「決定」をクリックします。

VVAULTの管理画面より、「仮想ドライブ」タブを
選択した状態で「ストレージ追加」アイコンをクリ
ックします。

 2

 2

 3

 3

 4

 4

step 1

 1

 1

管理フォルダーのデータを統合する
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step 2 仮想ドライブをマウントする

「仮想ドライブ」タブメニューの仮想ドライブ:
「Unmount」をクリックし仮想ドライブをマウント
します。

確認のメッセージが表示されますので「OK」をクリ
ックします。

依存関係のあるサービスを再起動する旨のメッセ
ージが表示されますので「OK」をクリックします。

 1 1

 2

 2

 3

 3

仮想ドライブが起動すると「Mount」の状態となり
ます。

 4
 4

エクスプローラより 「コンピューター」を開いて、仮
想ドライブがマウントされていることを確認します。

ディスクタイプについて
仮想ドライブのディスクタイプはデフォルトで「固定ディスク」となっています。
セキュリティ対策ソフト等、アプリケーションによっては特定のタイプとの組み合わせでのみ動作するものがあ
りますのでご注意ください。なお、ディスクタイプを変更した場合はOSの再起動が必要となります。

 5

 5



27  4　仮想ドライブを構成する

エクスプローラから仮想ドライブを選択した状態
で、右クリックメニューを表示し、プロパティを選択
します。

step 3 仮想ドライブを共有する

 1

プロパティ画面より「共有」タブを選択します。

「詳細な共有」をクリックします。

 2

 1

 2

 3

 3

※Windows Server 2003 R2 では「詳細な共有」ボタンがなく、
タブ内に詳細が表示されています。
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「このフォルダーを共有する」にチェックを入れ、共
有名に「share2」を入力します。

「アクセス許可」ボタンをクリックします。

共有アクセス許可するグループまたはユーザーを
追加し、アクセスの許可／拒否を設定します。ここ
では「Everyone」に対して全てを許可しています。

設定が完了したら、「OK」ボタンをクリックして「ア
クセス許可」の画面を閉じます。

「詳細な共有」の画面に戻り、「OK」をクリックしま
す。さらに、開かれているドライブのプロパティ画面
も「OK」をクリックして閉じてください。

 4 4

 5

 5

 6
 6

 8

 8

※詳細に設定したい場合は、「既存の共有フォルダーを移行する場
合」の手順「対象のフォルダーを共有する（P.40）」を参照してく
ださい。

 7

 7
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エクスプローラより仮想ドライブ内を表示し、「部
署C」という名称で新規フォルダーを作成します。

エクスプローラから仮想ドライブを選択した状態
で、右クリックメニューを表示し、プロパティを選択
します。

step 4 フォルダーのアクセス権を設定する

仮想ドライブ上のフォルダーにアクセス権限を設定します。
仮想ドライブ上に新規に作成されたフォルダーはドライブに設定されているデフォルトのセキュリティ情報を引き継ぎます。「部署C」の
フォルダーに個別にセキュリティを設定する必要がある場合は、下記の手順で設定します。

 1

 1

 2

 2

エクスプローラより「コンピューター」を開くと、仮
想ドライブに共有が設定されている状態のアイコ
ンが表示されています。

 9

 9

※共有設定は仮想ドライブ全体ではなく、仮想ドライブ内の任意の
フォルダに対しても設定することができます。フォルダに対して共
有設定する場合は「既存の共有ドライブを移行する場合」の「対象
のフォルダーを共有する （P.51） 」を参照してください。
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「部署C」フォルダーのプロパティ画面にて、「セキュ
リティ」タブを選択します。

「詳細設定」をクリックします。

 3 3

「セキュリティの詳細設定」画面にて「アクセス許可
の変更」をクリックします。

 4

 4

「このオブジェクトの親からの継承可能なアクセス
許可を含める」のチェックを外します。

 1

 5

 5

親から継承された権限を削除するため、「削除」をク
リックします。

 6

 6

 7

 7
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新規のエントリを追加するため「追加」をクリック
します。

検索された結果が表示されますので、追加する場
合は「OK」をクリックします。

選択したユーザーまたはグループのアクセス許可を
設定し、「OK」をクリックします。

ユーザーまたはグループ名を入力し、「名前の確認」
をクリックして、追加対象を選択します。
左図では「部署C」を入力して、グループを確認しま
す。

 8

 8

 9

 9

10

10

11

11



32   4　仮想ドライブを構成する

続けて別のユーザーまたはグループを設定する場
合は8〜11の手順を繰り返してください。
完了する場合は、「OK」をクリックします。

「部署C」のフォルダプロパティ画面にて、グループ
「部署C」のみがアクセス可能に設定されたことが
確認できます。完了する場合は「OK」をクリックし
てプロパティ画面を閉じます。

同一ネットワーク上にある他のPCから、VVAULT
をインストールしたマシンにアクセスし、仮想ドラ
イブ上に構築した共有フォルダー「share2」にアク
セスできることを確認します。

12

12

構成ストレージのセキュリティ設定について
VVAULTの管理画面から「ストレージ追加」にて「管理対象パス」として指定したドライブまたはフォルダー直下には、
「VVV000」（番号部分は可変）というようなVVAULTの管理フォルダーが作成されます。通常このフォルダーは、一般
ユーザーからアクセスできる必要はなく、またセキュリティの観点からアクセス可能なユーザーを制限することをお勧
めします。ユーザーを制限する場合は、管理フォルダー（階層下コンテンツ含む）のセキュリティには必ずSYSTEMアカ
ウントに対するフルコントロール権限を付与しておく必要があります。

13

13

14

14
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①　部署A、部署Bフォルダーの共有を解除する

②　各フォルダーを仮想ドライブの構成ストレージ「部署A」
　　「部署B」としてそれぞれ取り込む

③　仮想ドライブをマウントする

④　仮想ドライブ上の各フォルダーを、「部署A」「部署B」という
　　共有名で共有する

　　「部署A」「部署B」のフォルダーは移行後も移行前と同様に、
　　パス：￥￥fileserver￥部署A
　　パス：￥￥fileserver￥部署B　としてアクセスできる

各フォルダーを「部署A」「部署B」「部署C」という共有名で共有。
「部署A」「部署B」「部署C」のフォルダーはそれぞれ、
パス：￥￥fileserver￥部署A
パス：￥￥fileserver￥部署B
パス：￥￥fileserver￥部署Cとしてアクセスできる

移行前

仮想ドライブへ移行

想定する構成について
下図のように共有フォルダーとして公開しているデータをVVAULT の仮想ドライブへ移行する手順について説明します。この手順は、
既存の共有フォルダーとして設定されたフォルダーを仮想ドライブへ移行することを想定しています。仮想ドライブを新規の共有フォ
ルダーとして設定する場合は「仮想ドライブを共有する （P.27） 」を参照してください。

▼ 既存の共有フォルダーを移行する場合
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step 1 対象フォルダーの共有設定を解除する

対象となる「部署A」「部署B」両方のフォルダーに対し以下の手順を実施し共有設定を解除します。

エクスプローラから共有設定されているフォルダ
ーを選択した状態で、右クリックメニューを表示し、
プロパティを選択します。

「アクセス許可」ボタンをクリックします。

フォルダプロパティ画面より「共有」タブを選択し
ます。

「詳細な共有」をクリックします。

 1

 2 2

 3

 3

 4

 4

※Windows Server 2003 R2 では「詳細な共有」ボタンがなく、
タブ内に詳細が表示されています。

 1
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共有の再設定に備えて、共有アクセス許可されて
いる全てのグループおよびユーザーを記録し、また、
グループおよびユーザー毎のアクセス許可情報を
記録します。

全て記録し終わったら、「OK」をクリックしてウィン
ドウを閉じます。

「このフォルダーを共有する」のチェックを外します。

「OK」をクリックします。
さらに、開かれているフォルダプロパティ画面も閉
じます。

これで「部署A」フォルダーの共有が解除されまし
た。「部署B」フォルダーについても、同様に1〜8の
操作を実施し、共有を解除してください。

共有フォルダーに設定されているフォルダーを見つけるには
共有フォルダーが実際どのフォルダーに設定されているかを確認するには、「コントロールパネル」の「管理ツール」か
ら「共有と記憶域の管理」をクリックします。表示された画面の「共有」のタブに、現在設定されている「共有名」およ
びその「ローカルのパス」情報が表示されます。

 5
 5

 6

 6

 7 7

 8

 8
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step 2 対象フォルダーを構成ストレージとして追加する

対象となる「部署A」「部署B」両方のフォルダーに対し以下の手順を実施し構成ストレージとして追加します。

VVAULTの管理ツールより、「仮想ドライブ」タブを
選択した状態で、「ストレージ追加」アイコンをクリ
ックします。

「ストレージ追加」のサブウィンドウにて、「ストレー
ジ名」に“部署A”を「管理対象パス」に“C:￥部署
A”を入力して「決定」をクリックします。種類につい
ては適当なものを選択してください。不明な場合は
「最速ストレージ」で問題ありません。

 1

 1

 2

 2

バックアップ対象について
VVAULTのバックアップ機能は、仮想ドライブにて管理されるすべてのデータをバックアップ対象とします。そのため、
バックアップが不要な共有フォルダーについては、仮想ドライブに取り込む必要はありません。

仮想ドライブにデータを取り込む前に
仮想ドライブにデータを取り込むには、取り込みデータにSYSTEMアカウントのフルコントロール権限を付与する必
要があります。詳細については、「既存の共有ドライブを移行する場合」の移行手順「対象フォルダーのアクセス権を設
定する （P.46） 」を参照してください。

既存のデータを取り込む場合、下記の手順に従い、データを取り込みます。
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「部署B」のフォルダーも「部署A」と同様に、ストレ
ージとして追加します。

 7

 7

追加した構成ストレージを選択します。

管理対象パス下に取り込み対象のデータが存在す
る場合は「取り込む」をクリックします。

 3

 4 3

 4

部署Aを取り込んでもよろしいですか？」というメッ
セージが表示されますので「OK」をクリックします。

 5

 5

既存データの取り込みが実施されます。 6

 6

※管理対象パスに除外したいデータが含まれる場合は「取り外す」
をクリックしてストレージを解除し、目的のデータのみ含まれるよ
うに調整し、構成ストレージを追加してください。
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左ツリーの「最速ストレージ」をクリックすることで、
ストレージの状態が一覧表示され、追加したストレ
ージが同期中であることが確認できます。

 8

 8

２つ以上の共有フォルダーを取り込むには
VVAULT Basic で追加できる構成ストレージは２つまでです。２つ以上の共有フォルダーを同時に取り込む場合は、
有償ライセンスをお買い求めください。なお、十分容量の大きなストレージを構成ストレージとして追加した状態で、
共有フォルダーに対してストレージの追加（取り込み）、取り外しの手順を繰り返すことで、複数の共有フォルダーを仮
想ドライブに取り込むことができます。なお、複数の共有フォルダーが含まれる上位のフォルダーが存在する場合は、
そのフォルダーを管理対象パスとして指定することによって複数の共有フォルダーを同時に取り込むことが可能で
す。ただし、管理対象パス以下にアプリケーションやシステムで利用するフォルダーが含まれないようにする必要があ
ります。



39  4　仮想ドライブを構成する

「仮想ドライブ」タブメニューの仮想ドライブ:
「Unmount」をクリックし仮想ドライブをマウント
します。

エクスプローラより、「コンピューター」を開いて、仮
想ドライブがマウントされていることを確認します。

依存関係のあるサービスを再起動する旨のメッセ
ージが表示されますので、「OK」をクリックします。

仮想ドライブが起動すると「Mount」の状態となり
ます。

確認のメッセージが表示されますので、「OK」をク
リックします。

 1 1

 2

 2

 3

 3

 4

 4

 5

 5

※仮想ドライブのマウントは、構成ストレージが同期中でも操作可
能です。

step 3 仮想ドライブをマウントする
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step 4 対象のフォルダーを共有する

エクスプローラより、仮想ドライブを開きます。仮想
ドライブ直下に「部署A」「部署B」フォルダーが存在
していることが確認できます。

仮想ドライブ上の「部署A」フォルダーの右クリック
メニューより「プロパティ」を選択します。

 1

 1

 2

 2

フォルダプロパティのサブウィンドウより「共有」タ
ブを選択します。

「詳細な共有」をクリックします。

 3 3

 4

 4

※Windows Server 2003 R2 では「詳細な共有」ボタンがなく、
タブ内に詳細が表示されています。
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「このフォルダーを共有する」にチェックを入れます。

「アクセス許可」ボタンをクリックします。

「部署Aのアクセス許可」ウィンドウより「追加」ボ
タンをクリックします。

オブジェクト名の入力欄に、STEP1にて記録したグ
ループまたはユーザー名を入力し、「名前の確認」ボ
タンをクリックします。

オブジェクトが正しく検索されたら、「OK」ボタンを
クリックします。

 5
 5

 6

 6

 7

 7

 8

 8

 9

 9

オブジェクトが追加されますので、手順1にて記録
しているアクセス許可の状態を設定します。

追加する必要のあるグループまたはユーザーの数
だけ、7～10の手順をくりかえしてください。

1010



42   4　仮想ドライブを構成する

不要なグループまたはユーザーが存在している場
合は、選択して「削除」ボタンをクリックします。

「部署Aのアクセス許可」が、1の「部署Aのアクセ
ス許可」と完全に同じ状態になったら、「OK」ボタン
をクリックしてこのウィンドウを閉じます。

最後に、クライアントPC のエクスプローラから、フ
ァイルサーバに移行前と同様にアクセスできること
を確認します。

以上で移行は完了です。

11

11

12

12

13

13

フォルダー共有時のご注意
共有するフォルダーのセキュリティにSYSTEM 権限が無い場合に、共有経由のアクセスでエラーが発生します。
共有フォルダーのセキュリティにSYSTEM 権限が含まれていない場合は「共有フォルダーにSYSTEM 権限を追加す
る （P.102） 」の手順に従って、追加してください。



43  4　仮想ドライブを構成する

想定する構成について
下図のように共有フォルダーとして公開しているデータをVVAULT の仮想ドライブへ移行する手順について説明します。この手順は、
ドライブに対して共有設定されている共有フォルダーを仮想ドライブへ移行することを想定しています。仮想ドライブを新規の共有フ
ォルダーとして設定する場合は「仮想ドライブを共有する （P.27） 」を参照してください。また、フォルダーに対して共有設定されて
いる場合は「▼ 既存の共有ドライブを移行する場合 （P.43） 」を参照してください。

①　ドライブDの共有を解除する

②　ドライブDを仮想ドライブの構成
　　  ストレージ「share」として取り込む
   
③　仮想ドライブをマウントする

④　仮想ドライブ上の「share」フォルダーを共有名「share」と
　　いう名前で共有する
　　移行後も「部署A」「部署B」のフォルダーはそれぞれ、
　　パス：￥￥fileserver￥share￥部署A
　　パス：￥￥fileserver￥share￥部署B　としてアクセスできる

ドライブD:を共有名「share」という名前で共有。
「部署A」「部署B」のフォルダーはそれぞれ、

パス：￥￥fileserver￥share￥部署A
パス：￥￥fileserver￥share￥部署B　としてアクセスできる

移行前

仮想ドライブへ移行

▼ 既存の共有ドライブを移行する場合



44   4　仮想ドライブを構成する

step 1 対象フォルダーの共有設定の解除する

エクスプローラから共有設定されているドライブ
を選択した状態で、右クリックメニューを表示し、プ
ロパティを選択します。

プロパティ画面より「共有」タブを選択します。

「詳細な共有」をクリックします。

 1

 2 2

 3

 3

※Windows Server 2003 R2では「詳細な共有」ボタンはありま
せんが、「共有」タブの選択によって詳細が表示されますので問題あ
りません。

 1



45  4　仮想ドライブを構成する

「アクセス許可」ボタンをクリックします。

共有の再設定に備えて、共有アクセス許可されて
いる全てのグループおよびユーザーを記録し、また、
グループおよびユーザー毎のアクセス許可情報を
記録します。

全て記録し終わったら、「OK」をクリックしてウィン
ドウを閉じます。

「このフォルダーを共有する」のチェックを外します。

「OK」をクリックします。
さらに、開かれているフォルダプロパティ画面も閉
じます。

これで「ドライブD」の共有が解除されました。

 4

 4

 5
 5

 6

 6

 7 7

 8

 8



46   4　仮想ドライブを構成する

エクスプローラからフォルダーを選択した状態で、
右クリックメニューを表示し、「プロパティ」を選択
します。

フォルダーのプロパティ画面にて「セキュリティ」タ
ブを選択します。

設定されているグループまたはユーザーを確認し
ます。

左画像の場合、アクセス許可されているグルー
プまたはユーザーは「部署A」のグループのみで、
SYSTEMアカウントへのアクセス許可がないため、
取り込み処理でエラーとなります。

step 2 対象フォルダーのアクセス権を設定する

仮想ドライブにデータを取り込むには、対象のフォルダーにSYSTEM アカウントのフルコントロール権限を与える必要があります。フ
ォルダー等のセキュリティをカスタマイズしている場合は、以下の手順で権限を追加してください。

 1

 1

 2 2

 3

 3



47  4　仮想ドライブを構成する

取り込み対象全体に対してSYSTEM アカウント権
限（フルコントロール権限）を与えるには、対象配下
全てにフルコントロール権限を持つユーザーにてコ
マンドプロンプトを開き、下記のコマンドを実行し
ます。

icacls D: /grant SYSTEM:(OI)(CI)(F) /T

このコマンドを実行することによって、Dドライブ
配下のフォルダーおよびファイルにSYSTEM アカ
ウント権限が付与されます。

コマンド実行後にフォルダプロパティの「セキュリ
ティ」の情報を表示すると、SYSTEMアカウントが
追加され、また、フルコントロール権限が割り当て
られていることが確認できます。

これで取り込みの準備ができました。

 4

 4

 5

 5

※Windows XPにはicacls.exeコマンドがありません。XPにて

権限を追加する場合は下記コマンドを実行してください。

cacls D: /G SYSTEM:F /C /E /T

取り込み時のエラーについて
SYSTEM アカウントの権限がないまま取り込むと、この画像のようにエラーが発生し、詳細に各フォルダーへの「アク
セス権がありません」というエラーが記録されます。SYSTEMアカウントのフルコントロール権限を付与してから再度
取り込みを行ってください。
また、取り込み元のセキュリティ権限以外に、属性が「読み取り専用」となっている場合にも同様のエラーが記録され
ます。この場合は、取り込めなかったファイルをエクスプローラから、直接、仮想ドライブに移動することで対応してく
ださい。



48   4　仮想ドライブを構成する

VVAULTの管理画面より、「仮想ドライブ」タブを
選択した状態で、「ストレージ追加」アイコンをクリ
ックします。

「ストレージ追加」の画面にて、「ストレージ名」に
“share”を「管理対象パス」に “D:”を入力して「決
定」をクリックします。種類については適当なもの
を選択してください。不明な場合は「最速ストレー
ジ」で問題ありません。

step 3 対象フォルダーを構成ストレージとして追加する

 1

 1

 2

 2

※管理対象パス階層下にアプリケーションやシステムのフォルダー
が存在しないことを確認ください。含まれている場合、アプリケー
ションやシステムが動作しなくなる場合がありますのでご注意くだ
さい。

バックアップ対象について
VVAULTのバックアップ機能は、仮想ドライブにて管理されるすべてのデータをバックアップ対象とします。そのため、
バックアップが不要な共有フォルダーについては、仮想ドライブに取り込む必要はありません。

仮想ドライブにデータを取り込む前に
仮想ドライブにデータを取り込むには、取り込みデータにSYSTEMアカウントのフルコントロール権限を付与する必
要があります。詳細については、「既存の共有ドライブを移行する場合」の移行手順 「対象フォルダーのアクセス権を設
定する （P.46） 」を参照してください。

既存のデータを取り込む場合、下記の手順に従い、データを取り込みます。



49  4　仮想ドライブを構成する

「share を取り込んでもよろしいですか？」というメ
ッセージが表示されますので「OK」をクリックしま
す。

既存データの取り込みが実施されます。

 5

 5

 6

 6

追加した構成ストレージを選択します。

管理対象パス下に取り込み対象のデータが存在す
る場合は「取り込む」をクリックします。

 3

 4 3
 4

２つ以上の共有フォルダーを取り込むには
VVAULT Basic で追加できる構成ストレージは２つまでです。２つ以上の共有フォルダーを同時に取り込む場合は、
有償ライセンスをお買い求めください。なお、十分容量の大きなストレージを構成ストレージとして追加した状態で、
共有フォルダーに対してストレージの追加（取り込み）、取り外しの手順を繰り返すことで、複数の共有フォルダーを仮
想ドライブに取り込むことができます。なお、複数の共有フォルダーが含まれる上位のフォルダーが存在する場合は、
そのフォルダーを管理対象パスとして指定することによって複数の共有フォルダーを同時に取り込むことが可能で
す。ただし、管理対象パス以下にアプリケーションやシステムで利用するフォルダーが含まれないようにする必要があ
ります。

※管理対象パスに除外したいデータが含まれる場合は「取り外す」
をクリックしてストレージを解除し、目的のデータのみ含まれるよ
うに調整し、構成ストレージを追加してください。



50   4　仮想ドライブを構成する

「仮想ドライブ」タブメニューの仮想ドライブ：
「Unmount」をクリックし、仮想ドライブをマウン
トします。

確認のメッセージが表示されますので、「OK」をク
リックします。

依存関係のあるサービスを再起動する旨のメッセ
ージが表示されますので、「OK」をクリックします。

仮想ドライブが起動すると「Mount」の状態となり
ます。

 1

 2

 3

 4

エクスプローラより、仮想ドライブを開きます。仮想
ドライブ直下に「部署A」「部署B」フォルダーが存在
していることが確認できます。

 5

 5

 1

 2

 3

 4

※仮想ドライブのマウントは、構成ストレージが同期中でも操作可
能です。

step 4 仮想ドライブをマウントする



51  4　仮想ドライブを構成する

「このフォルダーを共有する」にチェックを入れます。

「アクセス許可」ボタンをクリックします。

 4
 4

 5

 5

エクスプローラから仮想ドライブ上の「share」フォ
ルダーを選択した状態で、右クリックメニューを表
示し、「プロパティ」を選択します。

フォルダプロパティ画面より「共有」タブを選択し
ます。

「詳細な共有」をクリックします。

 1

step 5 対象のフォルダーを共有する

 2 2

 1

 3

 3

※Windows Server 2003 R2 では「詳細な共有」ボタンがなく、
タブ内に詳細が表示されています。



52   4　仮想ドライブを構成する

記録していた情報から、「ドライブD」の共有と同様
の設定を「share」フォルダーに復元します。

全ての設定を復元したら、「OK」をクリックします。

「詳細な共有」画面に戻ったら「OK」をクリックしま
す。

 6

 6

 7

 7

 8

 8

※共有設定の詳細については「既存の共有フォルダを移行する場
合」の手順「対象のフォルダーを共有する（P.40）」を参照してく
ださい。

エクスプローラより「share」フォルダー直下の「部
署A」フォルダーを選択した状態で右クリックメニ
ューを表示し、「プロパティ」を選択します。

 9

 9



53  4　仮想ドライブを構成する

仮想ドライブ上の「部署A」フォルダーのプロパティ
画面より「セキュリティ」タブを選択します。

SYSTEMアカウントの権限が削除されたことを確
認します。

13 13

14

14

フォルダプロパティ画面より「セキュリティ」タブを
選択します。

仮想ドライブに取り込まれたデータが元のセキュリ
ティ情報を引き継いでいることを確認します。
ただし、仮想ドライブへの取り込みのために追加し
たSYSTEM アカウントのセキュリティ情報も追加
されています。
仮想ドライブ上の共有設定されたフォルダー以外
のデータからはSYSTEM アカウント権限を削除し
ても構いませんので、必要に応じて続きの手順にて
削除します。

仮想ドライブ上の「share」フォルダー配下から
SYSTEMアカウント権限を削除するには、コマン
ドプロンプトにて下記コマンドを実行します。
		
icacls V:¥share /remove SYSTEM /T

11

11

12

12

10 10

※仮想ドライブの共有に設定したフォルダーにSYSTEMのフルコ
ントロール権限が設定されていない場合、共有経由のアクセスで
接続エラーとなります。

※Windows XPにはicacls.exeコマンドがありません。XPにて
権限を削除する場合は下記コマンドを実行してください。

cacls V:¥share /R SYSTEM /E /T



54   4　仮想ドライブを構成する

仮想ドライブ上で共有フォルダーとして設定した
「share」フォルダーのプロパティ画面より「セキュ
リティ」タブを選択します。

SYSTEMのフルコントロール権限が存在している
ことを確認します。

SYSTEM のフルコントロール権限がない場合は
下記コマンドによって、「share」フォルダーにのみ
SYSTEMのフルコントロール権限を設定します。

icacls V:¥share /grant SYSTEM:(F)

15

16

15

16

クライアントPC から、仮想ドライブを設定したサ
ーバにアクセスし、これまでの同様に利用可能なこ
とを確認します。

17

17

※Windows XPにはicacls.exeコマンドがありません。XPにて
権限を追加する場合は下記コマンドを実行してください。

cacls V:¥share /G SYSTEM:F /E
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  5　バックアップを構成する
VVAULT 導入ステップガイド［クラウドバックアップ・クライアント編］



56   5　バックアップを構成する

VVAULTの管理ツールより、「ライブバックアップ」
タブを選択した状態で、「ストレージ追加」アイコン
をクリックします。

 1

「ストレージ追加」のサブウィンドウにて、「ストレー
ジ名」に任意の名前を、「管理対象パス」にバックア
ップ用のストレージのパスを入力します。種類につ
いては適当なものを選択してください。不明な場合
は「最速ストレージ」で問題ありません。

「決定」をクリックします。

 2

 2

▼ ローカルバックアップ

step 1 バックアップストレージを追加する

 1

※バックアップ用のストレージは、仮想ドライブの構成ストレージ
とは物理的に別のストレージをご用意ください。

 3

 3

ローカルバックアップは、仮想ドライブと同様にローカルマシンから参照可能なストレージを構成してバックアップ先を作成し、仮想ド
ライブのデータをバックアップする機能です。ローカルにデータをバックアップする場合に設定ください。



57  5　バックアップを構成する

 1

バックアップを開始するstep 2

 2

 2

ローカルバックアップの「ON/OFF」ボタンをクリ
ックし、バックアップを開始します。

「OK」をクリックします。

ローカルバックアップが開始されると「ON」の状
態になります。

 3

 1

 3



58   5　バックアップを構成する

「ライブバックアップ」タブから「クラウドバックアッ
プ」画面を開き、接続先のサーバ情報を入力します。

「OK」をクリックします。

接続成功のメッセージが表示されたら、「OK」をク
リックします。
エラーが表示された場合は接続情報等をご確認く
ださい。

 1

 1

 2

 3

▼ クラウドバックアップ

step 1 バックアップサーバに接続する

※次に「接続テスト」ボタンをクリックし、接続を確認します。

 2

 3

クラウドバックアップは、バックアップサーバ機能が稼動している別のVVAULTへデータをバックアップする機能です。
予め、バックアップサーバとして稼動しているVVAULT が別途必要となりますのでご注意ください。



59  5　バックアップを構成する

「OK」をクリックします。

クラウドバックアップの「ON/OFF」ボタンをクリ
ックし、バックアップを開始します。

「OK」をクリックします。

クラウドバックアップが開始されると「ON」の状態
になります。

 5

 5

 1
 1

 2

 2

 3
 3

バックアップを開始するstep 2

「適用」ボタンをクリックし、設定を保存します。 4

 4



60   5　バックアップを構成する

Biz シンプルディスク バックアップタイプをご契約のお客様
NTT コミュニケーションズが提供する「Biz シンプルディスクバックアップタイプ」をご契約のお客様は、ご契約時に
NTT コミュニケーションズから送付されるメールに記載されている IP アドレス、パスワードを入力して 下さい。

バックアップサーバへの接続について
コンピューターのシステム時刻とバックアップサーバの時刻で１時間以上の誤差があると接続に失敗する場合があ
ります。この場合はシステム時刻をサーバの時刻に合わせてご対応ください。

Windows XP でクラウドバックアップをご利用のお客様
Windows XPにてクラウドバックアップの設定をして、接続を行うと、下の画像のようにエラーとなります。
このエラーを解消するには、手動でルート証明書を登録する必要があります。詳細は「Windows XP でのVVAULT 
ルート証明書の登録手順 （P.104） 」を参照して下さい。



61  5　バックアップを構成する

▼ タイムマシーン

VVAULTの管理画面より、「ライブバックアップ」タ
ブより「クラウドバックアップ」を選択します。

 1

 1

タイムマシーン機能を有効にする

バックアップの設定にて、「タイムマシーン」機能を有効にすることにより、過去のバックアップの状態を保存することができます。この機
能を有効にすることで、仮想ドライブからフォルダーやファイルを誤って削除してしまった場合や過去のバージョンのファイルを、バック
アップから復元することができるようになります。
※バックアップされる前に更新されたファイルや削除されたファイルは復元できません。

下記の手順に従い、過去のバックアップの状態を保存します。なお、下記手順は既にバックアップが設定されていることが前提です。

step 1

「バックアップ設定」の「タイムマシーン機能」にて「有
効」を選択し、過去の状態の保存期間を入力します。

必用に応じて日付属性更新に伴うバックアップオプ
ションを選択します。

「適用」をクリックし、設定情報を保存します。

 2

 3

 3

 4

 2

 4

※保存期間を長く設定するほど、ディスクの使用容量も増加しま
す。ディスク容量が不十分の場合は、保存期間を短く設定してくだ
さい。

※タイムマシーン機能を有効に設定し、日付属性の更新に伴うバッ
クアップを有効にした場合、その更新情報も過去バージョンとして
保存されます。ただしファイルデータについてはその都度バックア
ップされることはありません。また日付情報のみの更新でディスク
使用量が増加することはありません。



62   5　バックアップを構成する

VVAULTの管理画面より、「タイムマシーン」タブを
選択します。

「タイムマシーン」タブのメニューより、「クラウドバッ
クアップ」を選択します。

日時表示部分をクリックします。

「日時指定」ウィンドウにて、復元対象となる日付を
指定します。

「決定」ボタンをクリックして、「日時指定」 ウィンド
ウを閉じます。

 3

 3

 5

 4

 2

 4

 5

step 2 バックアップの状況を確認する

バックアップが構成されている場合、管理画面の「タイムマシーン」タブより、現在のバックアップの状況をフォルダー単位で確認するこ
とができます。

※バックアップの状況は、「ライブバックアップ」＞「クラウドバックアップ」の設定で、タイムマシーン機能が有効でない場合でも確認することができます。

下記の手順に従い、現在のバックアップ状況を確認します。

 1  1

 2

※「ローカルバックアップ」が構成されていない場合は、デフォルトで
「クラウドバックアップ」が選択されています。

参照したいフォルダーを選択し、状況を確認します。

 6

 6
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  6　データを復元する
VVAULT 導入ステップガイド［クラウドバックアップ・クライアント編］



64   6　データを復元する

step 1 ストレージリカバリを実行する

仮想ドライブタブをクリックし、ツリーメニューより障害が発生しているストレージをクリックし、ストレージ設定画面を開きます。

「仮想ドライブ」タブから障害が発生しているストレ
ージの「ストレージ設定画面」を開き、「強制取り外
し」ボタンをクリックします。

ダイアログが表示されるので「OK」をクリックしま
す。

ストレージのアイコンが処理中のものに変わり、ス
トレージリカバリが実行されます。

復元が完了すると、対象のストレージがツリーメニ
ューから削除され、設定されたメールアドレスへ結
果メールが送信されます。

 1

ストレージリカバリについて説明します。仮想ドライブを構成するストレージに物理的な障害が発生した場合、構成するストレージから
取り外すと同時に、そのストレージ内に保存されていたデータをバックアップデータから復元します。

 2

 3

 3  4 4

 1

 2

▼ 構成ストレージのデータを復元する場合
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step 1 バックアップサーバへ接続する

「クラウドバックアップ」の設定画面にて、バックアッ
プサーバの設定を入力します。

「適用」ボタンをクリックして保存します。

バックアップサーバにデータが存在する場合、ダイ
アログが表示されるので「OK」ボタンをクリックし
ます。

 1

 1

新規にインストールされたVVAULT の管理ツールより、クラウドバックアップの設定を開きます。

 2

 2

VVAULT を新規にインストールした状態から、クラウドにバックアップされている全てのデータを復元する手順について説明します。
この手順はシステムがクラッシュしてしまった場合など、部分的な復元で対応できない障害からの復旧を想定しています。

 3

 3

▼ 全てのデータを復元する場合
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「ストレージ追加」ボタンをクリックし、ストレージ
を追加します。

step 2 復元先のストレージを追加する

 1

 1

「ストレージ追加」の画面にて「ストレージ名」と「管
理対象パス」を入力します。
種類については適当なものを選択してください。尚、
不明な場合は「最速ストレージ」で問題ありません。

 2

 3

 3

 2

※システムリカバリに十分な空き容量が確保されればこのボタン
は表示されません。

※復元先として任意の場所を指定できますが、今回は便宜上「スト
レージ名」を"share"「管理対象パス」を"D:"とします。

「決定」をクリックします。



67  6　データを復元する

クラッシュ前のマシンに作成されていたローカルコ
ンピューターのユーザーおよびグループの一覧が
表示されますので、新しい復元先のコンピューター
に同名のユーザー、グループを作成してください。
ドメイン環境の場合、ドメインのユーザー、グループ
はドメインコントローラにて管理されていますので
作成する必要はありません。

 2 2

VVAULTイ ン ス ト ー ル 先 に 復 元 さ れ た
「UserInfoBackup.txt」をメモ帳などで開きます。

step 3 権限引き継ぎの準備をする

 1

 1

※バックアップ時のローカルコンピュータのユーザー、グループの
権限情報は、システムリカバリ後、このユーザー、グループに引き継
がれます。ユーザー、グループを作成しないまま復元を実行した場
合は、権限情報が不正な状態となり、操作できない等の問題が発生
する場合があります。
また、ドメイン環境でドメインコントローラで管理されているユー
ザー、グループ情報がバックアップ時と復元時とで異なる場合、権
限情報を引き継ぐことができませんのでご注意ください。
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 「システムリカバリ開始」ボタンをクリックします。

システムリカバリが完了すると、ヘッダが通常色（黒
色）に変わり、設定されたメールアドレスへ結果メー
ルが送信されます。

step 4 システムリカバリを開始する

システムリカバリに関するご注意
VVAULT3.0.1より古いバージョンのVVAULT のバックアップに保存されているグループ情報には、グループの構成
情報が含まれておりません。システムリカバリ後に正しくアクセスするにはグループを正しく構成する必要がありま
す。VVAULT3.0.1 以降ではグループの構成情報も保存されます。（バックアップサーバ側も3.0.1 以降である必要が
あります）

 1

 1

 2

UserInfoBackup.txt の旧フォーマット
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step 1

step 2

復元元のソースを選択する

復元対象となる日時を指定する

VVAULTの管理画面より、「タイムマシーン」タブを
選択します。

「タイムマシーン」タブのメニューより、「クラウドバッ
クアップ」を選択します。

日時表示部分をクリックします。

「日時指定」 ウィンドウにて、復元対象となる日付を
指定します。

「決定」ボタンをクリックして、「日時指定」 ウィンド
ウを閉じます。

 1

 1

 1

 2

 2

 2

 1

VVAULT のバックアップおよびタイムマシーン機能を有効に構成することにより、任意時点のバックアップ状態から個別に復元対象を
選択して仮想ドライブに復元することができるようになります。
下記の手順に従い、バックアップからファイルを個別に復元します。

 3

 2

 3

▼ ファイルを個別に復元する　

※「ローカルバックアップ」が構成されていない場合は、デフォルト
で「クラウドバックアップ」が選択されています。
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step 3 対象のファイルを復元する

参照したいフォルダーを選択し、復元対象のファイ
ルを表示します。

復元対象のファイルにチェックを入れ、「復元」ボタ
ンをクリックします。

「復元オプション」 ウィンドウにて、必要に応じてオ
プションを選択し「決定」をクリックします。

確認ダイアログが表示されるので「OK」をクリック
します。

 1

 2

 3

 4

 1

 2

 3

 4

※復元対象のファイルが保存されているフォルダーが表示されて
いない場合は「復元対象となる日時を指定する （P.69） 」に戻り、
時間を変更します。

※フォルダーごと復元する場合はフォルダーにチェックを入れてく
ださい。

※ここではオプションを変更せず、デフォルトの状態のままとしま
す。
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フォルダー作成の確認のダイアログが表示された
場合は「OK」をクリックします。

処理実行の確認ダイアログが表示されるので「OK」
をクリックします。

 5

 6

 5

 6

step 4 復元状況を確認する

「復元状況」をクリックして、「復元状況」 ウィンドウ
を表示します。

「復元状況」 ウィンドウにて、処理実行の状態が「復
元成功」となっていることを確認し、復元先を確認
します。

 1

 2

 1

 2 ※状態が「復元成功」以外の場合は、「復元成功」になるまでお待ち
ください。



72   6　データを復元する

仮想ドライブより復元先のフォルダーを参照し、復
元データを確認します。

 3 3
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  7　管理フォルダーの構成を解除する
VVAULT 導入ステップガイド［クラウドバックアップ・クライアント編］



74   7　管理フォルダーの構成を解除する

管理権限のあるユーザーで、「スタート」より「コント
ロールパネル」を開きます。

「コントロールパネル」の「カテゴリー」より「デスク
トップのカスタマイズ」または「デザイン」を選択し
ます。

「フォルダー オプション」の「すべてのファイルとフ
ォルダーを表示」を選択します。

 3

 3

 1

 2
 2

 1

※設定によって、カテゴリーが表示されていない場合があります。
その場合は「フォルダー オプション」を選択してください。

VVAULT の構成ストレージの管理対象パス直下に自動的に作成される管理フォルダーの設定が、VVAULT4.1.0 以降変更となりまし
た。これまではVVAULT の管理フォルダ（「VV000」など）にはアクセス可能な設定となっておりましたが、VVAULT4.1.0 以降ではデ
フォルトで「隠しファイル」属性の付与と、NTFS にてフォーマットされたローカルハードディスクの場合には「セキュリティ」を設定し、管
理フォルダーへの不用意なアクセスを制限しています。
ここではVVAULT のアンインストール後や、何らかの理由で管理フォルダー内のファイルにアクセスする必要のある場合の手順につい
て説明します。

1. Windows Server 2008 / 2008 R2、Windows Vista / 7の場合
管理フォルダーは「隠しファイル」属性が設定されているため、管理対象パスをエクスプローラーにて参照した場合、デフォルトの設定
では表示されません。下記の手順に従い、管理フォルダーを表示させます。

▼ 管理フォルダーにアクセスする



75  7　管理フォルダーの構成を解除する

次にセキュリティによりアクセスが制限されている場合、下記の手順に従い、アクセス権限を追加します。

管理フォルダーをダブルクリックします。

アクセス許可の確認ダイアログにて「続行」をクリ
ックします。

管理フォルダー内の任意のデータを確認します。

 8

 9
 9

 7

 8

 7 

「フォルダー オプション」の「表示」タブの「詳細設
定」にて「ファイルとフォルダーの表示」の「隠しフ
ァイル、隠しフォルダー、および隠しドライブを表示
する」を選択します。

「適用」をクリックします。

「OK」をクリックしてウィンドウを閉じます。
 4

 5 6

 4

 5

 6



76   7　管理フォルダーの構成を解除する

下記の手順に従い、管理フォルダーを表示させます。

次にセキュリティによりアクセスが制限されている場合、下記の手順に従い、アクセス権限を追加します。

管理権限のあるユーザーで、「コントロールパネル」
「フォルダ オプション」を選択します。

「フォルダ オプション」画面の「表示」タブの「詳細
設定」にて「ファイルとフォルダの表示」の「すべて
のファイルとフォルダを表示する」を選択します。

「適用」をクリックします。

「OK」をクリックしてウィンドウを閉じます。

管理フォルダーを選択し、右クリックメニューより
「プロパティ(R)」を選択します。

 3

 4

 5

 2

 5

 1

 2

 4  3

 1

2. Windows Server 2003 R2 の場合



77  7　管理フォルダーの構成を解除する

管理フォルダーの「プロパティ」画面の「セキュリテ
ィ」タブより、「追加」をクリックします。

「ユーザー または グループ の選択」画面のオブジ
ェクト名入力に管理者のアカウント名またはグルー
プ名を入力します。

 6

 7  8

 9

 6

 7

 8

 9

「名前の確認」をクリックします。

「OK」をクリックします。

※左図では「Administrators」グループを設定しています。

プロパティ画面より、追加したアカウントを選択し
た状態で、任意のアクセス許可を設定します。

「適用」をクリックします。

「OK」をクリックし、画面を閉じます。
10

12

10

11

12

11



78   7　管理フォルダーの構成を解除する

管理フォルダーにアクセスし、任意のデータを確認
します。

13

13



79  7　管理フォルダーの構成を解除する

下記の手順に従い、管理フォルダーを表示させます。

管理権限のあるユーザーで、「コントロールパネル」
を開きます。

「コントロールパネル」より「デスクトップの表示と
テーマ」を選択します。

「デスクトップの表示とテーマ」より「フォルダ オプ
ション」を選択します。

「フォルダ オプション」画面の「表示」タブの「詳細
設定」にて「ファイルとフォルダの表示」の「すべて
のファイルとフォルダを表示する」を選択します。

「適用」をクリックします。

「OK」をクリックしてウィンドウを閉じます。
 4

 6  5

 3

 4

 5

 6

 2

 1

 3

 1

 2

3. Windows XPの場合

※設定によって、カテゴリーが表示されていない場合があります。
その場合は「フォルダ オプション」を選択してください。
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次にセキュリティによりアクセスが制限されている場合、下記の手順に従い、アクセス権限を追加します。

「スタート」メニューの「すべてのプログラム」「アク
セサリ」より「コマンドプロンプト」を選択します。

管理フォルダーにアクセスし、任意のデータを確認
します。

コマンドプロンプトより、構成ストレージのドライ
ブレターを入力し、「Enter」キーを押下しドライブ
を移動します。

例）構成ストレージの管理パスが、
C:\Storage\main2の場合

C: [Enter]                            

下記の通り構成ストレージの管理対象パスを入力
し、移動します。

C:Storage\main2 [Enter]             

Cacls コマンドにより下記の通りAdministrators
のフルコントロール権限を付与します。

cacls * /t /g Administrators:f [Enter] 

“よろしいですか (Y/N)?” と実行の確認が表示さ
れますので、“Y”を入力し「Enter」キーを押下します。

 7

12

 8

 9

10

11

 7

 8

10

 9

12

11



81  7　管理フォルダーの構成を解除する

想定する構成について
VVAULTによって管理されたストレージのデータを通常の状態に復元する方法について説明します。この手順は下画像のように仮想
ドライブが構成されていることを想定しています。尚、仮想ドライブが有効でない場合の手順についても説明しますが、この場合はセキ
ュリティ情報やファイル属性を完全に復元することはできません。

C:￥Storage1、D:￥Storage2が仮想ドライブの構成ドライ
ブとして構成されている

▼ 仮想ドライブが有効な場合の手順

step 1 共有されているフォルダーの共有を解除する

対象となる「部署A」「部署B」両方のフォルダーに対し、以下の手順を実施し、共有設定を解除します。

仮想ドライブ上で共有フォルダー設定されているフ
ォルダーのプロパティを表示し、「詳細な共有」をク
リックします。

 1

 1



82   7　管理フォルダーの構成を解除する

アクセス許可をクリックします。

共有設定情報を控え終わったら、「このフォルダー
を共有する」のチェックを外して共有を解除します。

共有設定情報を控えます。

 2

 3
 3

 4
 4

 2
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step 2 仮想ドライブのセキュリティ情報を保存する
仮想ドライブに対してフルコントロール権限を持つユーザーにてコマンドプロンプトを開き、下記のコマンドを入力して「部署A」（階層
化含む）のセキュリティ情報を保存します。

コマンドプロンプトより仮想ドライブに移動します。

V:
 

仮想ドライブ上で下記コマンドを実行します。

icacls .¥ 部 署A /t /c /save C:¥work¥busho_
a_acl.bin

仮想ドライブ上の部署Bフォルダについても別のフ
ァイルを指定してセキュリティ情報を保存します。

 1

step 3 仮想ドライブ上のフォルダーを別ドライブへ移動する

エクスプローラより、仮想ドライブ上の「部署A」フ
ォルダーを空き容量のあるドライブに移動します。

ここでは移動先をC: 直下とします。

「部署B」フォルダーについても同様に移動します。

 1

 1

 2

※Windows XPではセキュリティ情報を保存するコマンドが用意
されていないため、この手順は利用できません。STEP3を実施後、
手動にてセキュリティ情報を復元してください。

※上の例では“C:¥work¥busho_a_acl.bin”ファイルに仮想ドラ
イブの部署Aフォルダの階層下を含むセキュリティ情報が保存され
ます。

 3



84   7　管理フォルダーの構成を解除する

 1

step 4 移動先のフォルダーにセキュリティ情報を復元する
STEP2 にて保存したファイルを用い、STEP3 にて移動したコンテンツのセキュリティ情報を復元します。

コマンドプロンプトよりSTEP3 の移動先ドライブ
に移動します。

C:

移動先フォルダに移動します。

cd C:¥

下記コマンドを実行します。

icacls ./restore C:¥Work¥busho_a_acl.bin

部署Bのセキュリティ情報についても同様に復元し
ます。

 step 5 移動先のフォルダーに共有設定を復元する
対象となる「部署A」「部署B」両方のフォルダーに対し、以下の手順を実施し、共有情報を復元します。

仮想ドライブ上で共有フォルダー設定されているフ
ォルダーのプロパティを表示し、「詳細な共有」をク
リックします。

 1

 1

 2

 3

 4



85  7　管理フォルダーの構成を解除する

「このフォルダーを共有する」にチェックを入れます。

「アクセス許可」ボタンをクリックします。

 2

記録していた情報から、「部署A」の共有設定を復元
します。

 3

全ての設定を復元したら、「OK」をクリックします。

 2

 4

※共有設定の詳細については「4仮想ドライブを構成する」の「既存
の共有フォルダを移行する場合」の手順「対象のフォルダーを共有
する （P.40） 」を参照してください。

 4

 5

 5

 3



86   7　管理フォルダーの構成を解除する

VVAULTの構成ストレージとして追加されていた
フォルダーには、同一のフォルダー階層が作成され、
ファイルが分散されて管理されます。
今回の例では
仮想ドライブ上で「V:￥部署A」と表現されている
フォルダーは、
「C:￥Storage1￥VV000￥部署A」と
「D:￥Storage2￥VV000￥部署A」を合わせたも
のになります。

 1

 1

 1

「C:￥Storage1￥VV000￥部署A」と
「D:￥Storage2￥VV000￥部署A」を統合するた
め、エクスプローラよりそれぞれC: 直下に移動し統
合します。

「部署B」のフォルダーも同様に、D: 直下に移動し統
合します。

 2 2

▼ 仮想ドライブが無効な場合の手順

step 1 管理フォルダーのデータを統合する
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step 2 個別にセキュリティ情報を構成する
仮想ドライブが無効な場合はセキュリティ情報を復元できないため、手動での再構築が必要です。

フォルダのプロパティのセキュリティタブより、セキ
ュリティを設定します。

step 3 共有フォルダーの共有設定を構成する
共有設定についても、仮想ドライブが無効な場合は復元できないため、手動での再構築が必要です。

フォルダのプロパティの共有タブより、共有を設定
します。

 1

 1

 1
 1

※セキュリティ設定の詳細については「4 仮想ドライブを構成する」
の「仮想ドライブを共有する場合」の「フォルダーのアクセス権を設
定する （P.29） 」を参照してください。

※共有設定の詳細については「4 仮想ドライブを構成する」の「既存
の共有フォルダーを移行する場合」の手順「対象のフォルダーを共
有する （P.40） 」を参照してください。



88   7　管理フォルダーの構成を解除する
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  8　セキュリティ対策ソフトを設定する
VVAULT 導入ステップガイド［クラウドバックアップ・クライアント編］



90   8　セキュリティ対策ソフトを設定する

セキュリティ対策ソフトを設定する
代表的なセキュリティ対策ソフトをVVAULTと組み合わせて使用する場合の設定方法について説明します。
VVAULTと組み合わせて利用する場合、基本的な設定はVVAULT の仮想ドライブおよびローカルバックアップ、バックアップサーバ
に追加したストレージの管理対象パスすべてをセキュリティ対策ソフトの例外に設定し、直接スキャンさせないようにする必要があり
ます。

管理画面より、仮想ドライブおよびローカルバック
アップに設定したすべてのストレージの管理対象
パスを控えます。

 1

 1

Symantec Endpoint Protectionを起動します。

Symantec Endpoint Protection 12 の設定方法

 1

 1

「設定の変更」より、VVAULTのストレージの管理
対象パスを「例外」に追加します。
例外の「オプションの設定」をクリックします。

 2

 2



91  8　セキュリティ対策ソフトを設定する

「セキュリティリスク例外」「フォルダ」を選択します。

VVAULTの仮想ドライブおよびローカルバックア
ップのストレージの「管理対象パス」に設定した内
容を追加します。

「サブフォルダを含む」をチェックします。

「OK」をクリックします。

「追加」をクリックします。 3

 3

 4

 4

 5

 5

 6

 6

 7

 7



92   8　セキュリティ対策ソフトを設定する

ウイルスバスター Corp. Webコンソールを起動
し、ログインします。

「ネットワーク上のコンピューター」の「クライアン
ト管理」から、VVAULTのインストールされている
マシンを選択し、「設定」をクリックし、「検索設定＞
＞」から「手動検索の設定」をクリックします。

「すべての検索タイプに検索除外設定を適応する」
をチェックします。

「クライアントコンピュータの除外リストへのパス
の追加」を選択します。

VVAULTの仮想ドライブおよびローカルバックア
ップのストレージの「管理対象パス」に設定した内
容を全て追加します。

「保存」をクリックします。

ウイルスバスター コーポレートエディションサーバ バージョン10.6 の設定方法

 1

 1

 2

 2

 3

表示される設定ウィンドウの「検索除外」にて、VVAULTのストレージの管理対象パスを除外リストに追加します。

 4

 5

 3

 4
 5

 6

 6



93  8　セキュリティ対策ソフトを設定する

管理画面の「仮想ドライブ設定」より、「固定ディスク
（ごみ箱あり）」を選択し、「適用」をクリックします。
コンピューターを再起動します。

他のすべての検索設定でも、除外リストにパスが追加されたことを確認します。

ウイルスバスターから仮想ドライブが認識されるように、ディスクタイプを変更します。

 7 7

ウイルスバスター コーポレートエディションサーバ バージョン10.6 をインストールする
場合のご注意
VVAULT がインストールされている状態でウイルスバスターコーポレートエディションのインストール画面にて
HTTPサーバとしてIISを選択してインストールする場合、インストールに失敗します。この問題を回避するために、ウイ
ルスバスターのインストール前にすべてのVVAULTのサービスを停止してからインストールしてください。なお、ウイ
ルスバスターのインストール画面にてHTTP サーバとしてApache2.0を選択する場合は、そのままインストールする
ことができます。

VVAULTから始まるすべてのサービスを停止します



94   8　セキュリティ対策ソフトを設定する

VirusScan のコンソールを起動します。

プロパティをクリックします。

オンアクセス スキャンを選択します。

「すべてのプロセス」を選択します。

「除外」タブを表示します。

「除外対象」をクリックします。

McAfee VirusScan Enterprise 8.7iの設定方法

 1

 1

コンソールより、VVAULTのストレージの管理対象パスを「例外」に追加します。

 2  2

 3 3

 4

 4
 5

 6

 6
 5



95  8　セキュリティ対策ソフトを設定する

「除外対象の設定」にて「追加」をクリックします。

「除外対象」としてVVAULTのストレージの管理対
象パスを選択し、「サブフォルダも除外」にチェック
します。

「OK」をクリックします。
他のすべての管理対象パスも追加します。

プロパティをクリックします。

「フルスキャン」を選択します。

 7

 7

 8 8

 9

 9

1010

11
11



96   8　セキュリティ対策ソフトを設定する

「除外」タブを表示します。

「除外対象」をクリックします。
「除外対象」にストレージに設定された管理対象パ
スを「オンアクセススキャン」と同様に設定します。

プロパティをクリックします。

「フルスキャン」を選択します。

「除外」タブを表示します。

「除外対象」をクリックします。「除外対象」にストレ
ージに設定された管理対象パスを「オンアクセス
スキャン」と同様に設定します。

1212

1313

14

16

14

15

17

16

17

15
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  9　アンインストール
VVAULT 導入ステップガイド［クラウドバックアップ・クライアント編］



98   9　アンインストール

VVAULTをアンインストールする

一覧より「VVAULT」を右クリックし、「アンインスト
ール」をクリックします。

確認ダイアログが表示されるので「はい」をクリッ
クします。

アンインストールが始まります。

 1

 2

 3

確認ダイアログが表示されるので「はい」をクリッ
クします。

 4

 1

 2

 3

 4



99  9　アンインストール

確認ダイアログが表示されるので「はい」をクリッ
クします。

「完了」ボタンをクリックし、コンピューターを再起
動するとアンインストールが完了します。

 5

 5

 6

 6



100   9　アンインストール



101

 10　補足
VVAULT 導入ステップガイド［クラウドバックアップ・クライアント編］



102 10. 追記

「スタート」をクリックしてメニューを表示します。

「すべてのプログラム」を選択します。

「アクセサリ」を開いて「コマンドプロンプト」をクリ
ックします。

コマンドプロンプトが表示されたら下記のコマンド
を入力します。
icacls V:\Shared01 /grant SYSTEM:(F)

変更後、「Enter」キーを押してコマンドを実行しま
す。

 1

 2

 3

 4

 4

 1

共有フォルダーにSYSTEM権限を追加する
VVAULT の仮想ドライブ上の共有フォルダーにSYSTEM のフルコントロール権限が付与されていない場合、共有経由でアクセスす
るとエラーとなる問題が発生します。
この手順は上記問題に対応するため、仮想ドライブ上の共有フォルダーにSYSTEM の権限が設定されていない場合にSYSTEM のフ
ルコントロール権限を追加する方法について説明します。

 3

 2

※この例では「V:\Shared0１」が共有フォルダーとして設定されて
いることを想定しています。ご利用の環境に合わせて変更してくだ
さい。



103 10　補足

 6

実行結果が表示されます。

共有フォルダーのプロパティを開きます。
フォルダーのプロパティ画面より「セキュリティ」タ
ブを選択します。

セキュリティに「SYSTEM」が追加されたことを確
認します。

 6

 7

 7

 5
 5



104  10　補足

証明書を登録するために管理ユーザでMMC
（Microsoft Management Console）を起動し
ます。

起動はスタートメニューより、“ファイル名を指定し
て実行”を選択します。

名前に"mmc"と入力して「OK」をクリックします。

Windows XPでのVVAULT ルート証明書の登録手順
Windows XP にてクラウドバックアップの設定をして、接続を行うとエラーとなります。
エラーを解消するには、手動でルート証明書を登録する必要があります。
この手順は上記問題に対応するため、VVAULT のルート証明書のインストール方法について説明します。

 2

 2

 1

 1

MMCのコンソールから、「ファイル」から「スナップ
インの追加と削除」を選択します。

 3

 3



105 10　補足

 4 「追加」をクリックします。

「証明書」を選択し、「追加」をクリックします。

 4

 5

 5

「コンピュータ アカウント（C）」を選択し、「次へ」を
クリックします。

 6

 6



106  10　補足

「ローカル コンピュータ」を選択し、「完了」をクリッ
クします。

MMCにローカルコンピュータの証明書ストアが表
示されます。

「証明書（ローカルコンピュータ）」の「信頼された
ルート証明機関」の「証明書」を選択した状態で右
クリックメニューの「すべてのタスク」から「インポ
ート」を選択します。

 8 8

 7

 7

 9

 9

証明書のインポートウィザードが開始されますの
で、「次へ」をクリックします。

10

10



107 10　補足

インポートする証明書の選択画面にて、「参照」をク
リックします。

ファイル選択ウィンドウにて、VVAULTのインスト
ールフォルダ直下にある証明書ファイルを選択し、
「開く」をクリックします。

証明書ファイルが選択されたら、「次へ」をクリック
します。

インストールする証明書ストアとして、「証明書をす
べて次のストアに配置する」を選択し、証明書ストア
として「信頼されたルート証明書機関」となってい
ることを確認し、「次へ」をクリックします。

11

11

12

13

12

13

14

14



108  10　補足

ウィザードを完了するため「完了」をクリックします。

MMC上に「正しくインポートされました」というメ
ッセージが表示されるので、「OK」をクリックします。

信頼されたルート証明機関に「VVAULT Primary　
Certificate Authority」が追加されていることを
確認します。

以上で、VVAULTのルート証明書がインストールさ
れ、クラウドバックアップサーバへ接続ができるよ
うになります。

15

15

16

16

17

17
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